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―古いものを脱ぎ捨て 
 新しいものを身につけなさい― 

（コロサイ ３：１～１７） 
 
武 田 恒 義 

パウロの手紙は通常、教理と実践、信仰と生活とい

う順序立てで記されています。これは「良い木は良い

実を結ぶ」（マタイ ７：１７）に通じるものです。す

なわち、信ずべきことをしっかりと信じる信仰を持つ

ことによって、それにふさわしい生活が生まれてくる

というのです。パウロは「こういうわけで」「ですから」

「それゆえ」「知っているのですから」（３：１，５，

１２、４：１）といって、まず忠告したり、命令した

り、勧めたり、励ましたりする前に、その理由と根拠

を挙げているのです。 

私たちが、神に喜ばれる生活を喜んでする第一の根

拠は、イエス・キリストが「聖書の示す通り私たちの

罪のために死なれたこと、また聖書の示す通り三日目

に甦られた」（第一コリント１５：３，４）という事実

です。最初の人間アダムは、創造者なる神の命令に逆

らい、自分の判断で生きる道を選んでしまいました。

そして私たち全人類は、その同じ道を歩んできました。

しかし、神は愛と忍耐をもって昔は預言者たちを通し

て神に帰れと語りかけ、最後には御子イエス・キリス

トによって語りかけて下さいました。それだけでなく、

今もみことば（聖書）と聖霊によって全人類に語り続

けておられるのです。それゆえに、私たちは聞くこと

が出来、その結果イエス・キリストを信じることが出

来たのです。私たちキリスト者は、みことばに記され

てある通りに、第二のアダムであるイエスこそ唯一の

メシヤ、救い主キリストであると信じています。（ヨハ

ネ １４：６、使徒 ４：１２） 

パウロやすべての使徒たちは、キリストこそ世界の

救い主という福音を、命がけで信じ告白してきました。

もし、今日の教会とクリスチャンに、この基本的な信

仰の確信と、告白の勇気が欠けているとするならば、

今後の教会に希望がないばかりか、世界にも希望を持

つことが出来ないのではないでしょうか。 

 私たちが、神に喜ばれる生活を喜んでする第二の根

拠は「神に選ばれた」（１２節）という事実です。これ

はパウロの信仰の根幹をなすものであり、伝道の熱心

さを生み出す根源でもあったのです。主イエス・キリ

ストは、「あなたがたが私を選んだのではありません。

私があなたがたを選んだのです」（ヨハネ 15：16）と

いわれました。何と驚くべき恵みでしょう。私たちが、

どんなに汚れに満ち、欠け多き器であるかということ

を、誰よりも御存知である主なる神が私たちを選び、

用いようと聖別して下さったということです。このこ

とを本当に知って信じる時「古いものを脱ぎ捨てなさ

い」という勧めと命令に喜んで聞き従えるようになる

のではないでしょうか。 

今日の世界を堕落させ、滅びに至らせようとするサ

タンの手口は明らかです。すなわち、汚れ、不品行、

貪欲、偶像礼拝などです。これらの「古いものを脱ぎ

捨て」「新しいものを身につけ」ようではありませんか。 

このようにして、サタンに対抗して生きることによっ

て世の光、地の塩としての使命を果たすことが出来る

のです。 

新しいものとは、同情心、慈愛、謙遜、柔和、寛容、

忍耐、赦し、そして愛し合うということです。これら

のものを全て持っておられる方がキリストなのです。

ですからキリストを着る（信じる）ことによって「新

しいものを身につける」生活が始まるのです。そして

古いものは過ぎ去り、日々新しくされていくのです。

今回与えられたみことばを「３０周年の感謝と祈り」

の具体的な指針として実りの秋に向かいたいものです。 
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第３０回ファミリーバイブルキャンプ特集 

 

＜歓迎のことばと講師紹介＞ 

 

 

                           

武 田 恒 義 

第３０回ファミリー・バイブル・キャンプにようこ

とおいで下さいました。今年はウエストミンスター日

本人教会創立３０周年の記念すべき年です。そしてキ

ャンプも記念すべき３０回目となりました。キャンプ

の歴史を考えると感慨深いものがあります。その歴史

を辿ったアルバムが作られました。製作して下さった

姉妹方に心から感謝します。もちろん全ての写真を収

録することはできませんでしたが、主が始められて今

日まで導いて下さった経緯がわかります。どうぞご覧

になって共に感謝し主をほめ称えて下さい。 

 

今年特筆すべきことは、このキャンプに連続３０回

皆勤された方が二人いるということです。（私共夫婦

を除いて）晃子Beville姉とあゆみ（武田）Devine姉

です。その他２０回以上の参加者、２０回近く途中か

ら連続参加しておられる方も何人かあります。それら

お一人お一人の努力に主が豊かに報いて下さることを

祈ります。今年のキャンプには初めて参加される方々

が多くおられます。この大自然の中でそれらの方々と

共に神の偉大な創造の御業を覚え、神のみ手の中に守

られ養われている身の幸いを十分に味わうことが出来

るようにと願っています。この３０回目を区切りに、

更に新しい一歩を踏み出しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜岩崎謙先生御紹介＞ 

 

今年も主が最もふさわしい講師の先生を遣わして下

さいました。先生は１９９７年の３月に妙子夫人とお

母様の美沙子さんを伴ってアトランタに来られ、約１

年半の間当地の神学校で学ばれました。その間私たち

教会員はご一家と大変親しいお交わりをさせて頂きま

した。その後ミシガン州の神学校で学びを続けられて

から帰国され、現在は神戸にある神港教会を牧会して

おられます。先生はお祖父様、お父様に次ぐ３代目の

牧師でいらっしゃいますし、叔父様もまた牧師です。

又趣味といわれれば、テニス、水泳、卓球を挙げられ

る程のスポーツマンですが、近年はお忙しいのに加え

て脚を痛められたりしてテニスはもう３年もしておら

れないそうです。今回は久しぶりに御家族でキャンプ

のためにおいで下さったことを心より感謝致します。     

ローマ人への手紙を通して「神に喜ばれる教会」につ

いて教えて下さいますが、それは「神に喜ばれる世界、

家庭、社会、国家」を学ぶことでもあります。期待し

つつ一言も漏らさぬようにお聞き下さい。 

  

１９５７年８月３日生まれ。 

１９８２年 九州大学文学部西洋哲学科卒業 

１９８５年 神戸改革派神学校卒業、以後日本キリス

ト改革派関教会（岐阜県）と同派長丘教

会（福岡市）の牧師を歴任、また米国に

て、コロンビア神学校、カルヴィン神学

校（Th.M.）, Overseas Ministries Study 

Center(OMSC)にて学ぶ。 

２０００年 12 月日本キリスト改革派神港教会牧師

着任（神戸市） 

神戸改革派神学校説教学講師 
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